
千房ホールディングス株式会社

＜目標・取組＞
① 店舗では日本人が昔から使用している、ワサビなどの日本の食文化の象徴である
伝統的食材も活用し、日本らしさと健康面での配慮したメニューの提供を促進して
いきます。

②小麦アレルギーなどに配慮した、米粉と加熱にも対応しているシールド乳酸菌®を混
ぜ合わせた生地の冷凍お好み焼や、ビタミンDの含有量が多く、注目されているノウフク
JASを取得したきくらげを使った冷凍お好み焼の販売を進めます。

③ 医療機関に対しては、2021年度には、国内の医療機関、介護施設用の商品を開
発し、供給を開始するとともに、海外の医療機関での活用を念頭においた開発を
進めていきます。

④ 家庭で調理することによる家族間のコミュニケーション向上や、食への関心を高め
食育にもつなげることが出来る様に、家庭での調理を見据え、現地の食材を活用
し自由にローカライズもできるミールキットの販売します。

⑤ 広い対象層を対象に、品質を保持し食材ロスの低減にも寄与できる商品開発を
進めます。

＜関連情報＞
国産米粉とシールド乳酸菌入りお好み焼リリ－ス

https://www.chibo.com/upload/files/%E5%9B%BD%E7%94%A3%E7%B1%B3%E7%B2%89%E3%81%8A%E5%A5%B
D%E3%81%BF%E7%84%BC%EF%BC%88%E6%9C%80%E7%B5%82%EF%BC%89.pdf

お好み焼の特性を生かした栄養改善や健康志向のメニューを開発

当社は柔軟性が高く、栄養バランスも良い国民食である、お好み焼の特性を活用した
国際戦略商品を開発、国内外の市場での販売を積極的に推進し、国内・海外の栄養改善
や健康維持を推進します。

【企業・団体の概要】

1973年大阪でお好み焼専門店として創業。現在国内73店舗海外５店舗合計78店舗の外食店舗の展開
と、自社ブランドの冷凍食品販売の２つの事業を展開する総合外食企業。業界に先駆け時代のトレンドに対
応した施策を実施。コロナ禍において店舗運営は大きな影響を受ける中、冷凍食品は過去最高売り上げを更
新し国内にとどまらず展開エリアを拡大、時代のニーズに配慮した多様性対応も積極的に推進しています。

＜千房公式サイト＞

http://www.chibo.com

（アクションプランにおいて賛同する項目）

☑ 食料システムの変革 ☑ 個人の栄養に関する行動変容の促進

☑ 食関連産業のイノベーションの推進 □ 途上国・新興国の栄養改善への支援

https://www.chibo.com/upload/files/%E5%9B%BD%E7%94%A3%E7%B1%B3%E7%B2%89%E3%81%8A%E5%A5%BD%E3%81%BF%E7%84%BC%EF%BC%88%E6%9C%80%E7%B5%82%EF%BC%89.pdf
http://www.chibo.com/

